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参考文献　： 下山光雄著：さくら貝の歌　八洲秀章の生涯

　「真狩村村歌」は、真狩村開基百年記念事業の
一環として、平成６年３月１８日付で真狩村村歌と
して制定されました。
右資料（ふるさと館所蔵）は、村歌を寄贈いただ
いた時と思われる直筆の村歌歌詞ですが、左余
白に、「謹みてこの歌を郷里真狩村に捧げる
昭和六十年七月三十日　八洲秀章」と書かれて
います。

　「真狩小唄」は、昭和３７年１０月２８日発表
　作詩は新田汀花で、香川県出身で１３歳の時に真狩村へ入植し、その後、俳句に関する
雑誌や機関誌を創刊し活躍した俳人ですが、大正九年に教員となって各地を巡り、真狩村
では教育長も務め、
　歌い継がれている。

　「マッカリ音頭」は、昭和３９年に開村七十年を記念し、当時教育委員長であった実兄の鈴
木五平が作詞し、八洲先生が曲を書きました。現在は、毎年、村の盆踊りなどで踊られてい
ます。

　「真狩祝い太鼓」は、昭和50年（1975年）の真狩村開基八
十周年を記念して誕生しました。
　真狩祝い太鼓が生まれるきっかけとなったのは、その二年
前に八洲先生が作曲した富良野彌榮太鼓で、八洲先生が
和太鼓の演奏曲も手掛けることを知り、真狩村の開基記念
式典に、ぜひ郷土出身の作曲家による和太鼓演奏曲をとの
要望が真狩村議会を中心に起こり、八洲先生に依頼をした
ところ快諾いただいたということです。
　八洲先生は、演奏曲が完成した昭和50年（1975年）4月、
村に一週間滞在し、事前に選抜された8名の若い奏者を厳
しく指導し、八月の式典当日には、見事な
演奏を披露したといいます。真狩祝い太鼓は、一般的な和太鼓演奏とは異なり、主に女性
が担当するシンバル、トライアングル、カスタネット、拍子木、鉦（しょう）のパーカッションが
加わり、和太鼓の力強いリズムに、パーカッションの多彩な音色が絡むような連弾は、従来
の和太鼓演奏曲にはない華やかな印象です。日本歌謡の最前線で活躍し続けた八洲先生
ならではのアレンジといえます。
　現在は、初演奏と同時に発足した保存会から次代に伝えた奏法は受け継がれ、平成18年
5月30日、真狩村の無形民俗文化財に指定され、「真狩ほくほく祭り」や村のイベントなどで
勇壮な太鼓の音色を響かせています。
（継承団体／真狩祝太鼓保存会）

　八洲先生は、故郷での積極的な文化活動が認められ、昭和
５２年、真狩村から「終身文化功労者」として表彰されています。
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